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平成２４年度１２月補正予算の概要

１ 補正予算の編成の考え方

今回の補正予算については、原子力災害対策、東日本大震災からの復旧・復興の

推進及び緊急に対応が必要な予算を措置することを基本に編成した。

  

２ 一般会計補正予算（第８号）の概要

（１）補正予算の規模

歳入については、国・県支出金、繰入金、市債などを計上し、歳出は上記の考

え方に基づき計上した。

この結果、補正額 2,347,275千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

102,373,977千円となった。

  

（２）主な補正内容

原子力災害対策

○新 ウェブカメラ設置事業（P12）

（ウェブカメラを設置し、ホームページで閲覧できるシステムを構築）
91,970千円

社会体育施設表土改善事業（P14）

（北新田第一運動場、市弓道場の表土改善）
53,020千円

東日本大震災に伴う災害復旧事業

○新 共同墓地災害復旧事業補助金（P8）

（被災共同墓地（4か所）の復旧費補助）
1,750千円

仮設校舎整備事業（P18）

（鹿島中学校敷地内仮設校舎の増設）
29,900千円

過年発生公共災害復旧事業（生涯学習施設）（P18）

（浮舟文化会館、就業改善センターの復旧工事等）
33,104千円

復興事業

○新 移転促進区域等土地権利等調査事業（P8）

（復興事業用地の権利等調査等）
34,273千円

浄化槽設置整備復興事業補助金（P8）

（被災した合併処理浄化槽の設置費等補助の補正増）
12,432千円

○新 震災遺児等進学支援助成金交付事業（P10）

（震災遺児等の大学等進学に係る修学支援助成）
1,800千円

○新 かしま保育園太陽光発電設備整備事業（P10）

（太陽光発電システムの導入に係る設計委託）
954千円
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復興住宅施設建設促進事業補助金（P10）

（宿泊施設を整備した事業者に対する整備費補助の補正増）
50,000千円

災害公営住宅整備事業（鹿島西町・西川原）（P12）

（災害公営住宅の実施設計委託、建設工事費等の補正増）
631,287千円

上真野小学校校舎耐震改修事業（P12）

（昭和46年建設の上真野小学校校舎の耐震改修工事）
330,124千円

その他緊急対応

小規模介護施設等緊急整備等臨時特例基金事業補助金（P14）

（介護老人保健施設内に設置する地域交流センター(仮称)整備費補助）
22,596千円

地域医療提供体制策定事業（P16）

（小高区地域医療復興計画を策定するための策定委員会の設置等）
1,073千円

○新 は新規事業

（２）繰越明許費の設定

　 （単位：千円）

金　額

2 総務費 7
東日本大震災

対策費
上真野小学校校舎耐震改修事業 340,474

11 災害復旧費 4
文教施設災害

復旧費

過年発生公共災害復旧事業（生

涯学習施設）
33,104

款 項 事　業　名

（３）債務負担行為の設定

　 （単位：千円）

事　　　　　項

がけ地近接等危険住宅移転事業補助金

期　　　間 限　　度　　額

南相馬市がけ地近接等
危険住宅移転事業補助
金交付要綱に基づき算
出した額

平成２５年度から
平成２６年度まで

【参考】基金の状況

○財政調整基金

（単位：千円）

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,535,696 1,318,046 0 1,318,046 1,272,446 14,958 1,287,404 1,566,338

Ｈ23末残高
積立額 取崩額 Ｈ24末残高

見込み
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３ 特別会計補正予算の概要

① 国民健康保険特別会計（補正第 4号）

人件費の整理及び事務費の補正を行うもので、補正額 4,122 千円を減額し、

補正後の歳入歳出総額が 10,906,106千円となった。

② 介護保険特別会計（補正第 3号）

人件費の整理及び保険給付費の増加等に伴う補正を行うもので補正額

677,147千円を増額し、補正後の歳入歳出総額が 6,399,054千円となった。

③ 簡易水道事業特別会計（補正第 2号）

人件費の整理に伴う補正を行うもので補正額 447 千円を増額し、補正後の歳

入歳出総額が 96,896千円となった。

④ 農業集落排水事業特別会計（補正第１号）

人件費の整理及び平成 23年度一般会計繰入金の精算に伴う一般会計繰出金な

どの補正を行うもので補正額 111,341 千円を増額し、補正後の歳入歳出総額が

302,724千円となった。

⑤ 後期高齢者医療特別会計（補正第 2号）

人件費の整理及び事務費の補正を行うもので補正額 497 千円を減額し、補正

後の歳入歳出総額が 247,340千円となった。

⑥ 水道事業会計（補正第 2号）

収益的支出は、人件費の整理に伴う補正を行うもので補正額 884 千円を減額

し、補正後の支出総額が 813,772千円となった。

⑦ 病院事業会計（補正第 3号）

収益的支出は、人件費の整理に伴う補正を行うもので補正額 15,150千円を増

額し、補正後の支出総額が 3,642,693千円となった。

資本的支出は、臨床研修病院指定に伴い、臨床研修用顕微鏡購入費など 1,770
千円を増額し、補正後の支出総額が 510,160千円となった。

⑧ 工業用水道事業会計（補正第 2号）

収益的支出は、人件費の整理に伴う補正を行うもので補正額 323 千円を減額

し、補正後の支出総額が 348,714千円となった。

⑨ 下水道事業会計（補正第 2号）

収益的支出は、人件費の整理及び維持管理費などに伴う補正を行うもので、

補正額 3,893千円を減額し、補正後の支出総額が 1,158,708千円となった。

資本的支出は、人件費の整理に伴う補正を行うもので、補正額 8,359 千円を

減額し、補正後の支出総額が 2,474,768千円となった。


